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急性失血並置諸種禮液補給時二於ケル

    ．血液残鈴窒素ノ消長二就テ

第1編 急性失血家兎血液残絵窒素

金澤讐科大學桂外科i教室（桂教授指導）

助手讐學士大幸英吉
      茄恵ビ砺 0∫α加

（昭和15年12月14日受附 特別掲載）

内 容 抄 録

 家兎二Pro・k9・10ccm，20ccm及ピ25cc皿ノ急性

失血ヲ起サシメ圭トシテ血液残鯨窒素ノ消長二部テ種

，々調査シ之が恢復過程ヲ観タリ．血液残餓窒素量ハ

Pro・kg．10ccm失血家兎二於テハ概シテ著シキ攣動ヲ

認メズ，直後ヨリ輕度ノ減少ヲ観ルモノ多ク，Pro．kg．

20ccm失血家兎二於テハ其ノ多クハ失血直後ヨリ塘加

シ大略1時聞周回シテ最大値二達シ其後減ズルモ5－

8時聞目二至ルモ爾失血前ノ値ヨリ増加アリ，翌日二

丁リテハ殆ド之ト同値力或ハ以下二降リ2日目二最低

値ヲ示スモノ最モ多ク3日目ニモ伺前以下ニアルモ4

日目ヨリ前ノ値力或ハ却ツテ三度ノ増加アリ．PrO。

kg・25ccm失血家兎二於テモ大略同様ナリ。而シテ数

時閲後二字ルモ減ゼザルカ或ハ稽減少傾向見ラルルト

モ深目，翌々日二至リテ減少ナキモノ一旦ド凡テ豫後

悪シン其後急激二増加シ死亡ス．甲西トシテ血球敷，

血色素蛍雪二軍キ観察セリ．

第1章 緒 言

第2章實験材料亜二實験方法

第3章 豫備試験

第4章 本試験

 第1節Pro． kg・10ccm失血例無毒テ

 第2節 Pro． kg．20ccm失血例二就テ

内 容 目 次

 第3節 Pro． kg．25ccm失血例二就テ

 第4節 死亡例二就テ

第5章 網括並ピニ考按

第6章 結 論

   圭要文献

言1章 緒

 出血ハ外科署ノ屡々遭遇スル虚ニシテ手術ト

外傷二最モ多シ．平野手術學ノ長足ノ進歩ト倶

二大手術ヲ敢行シ從テ其際多量ノ出血ヲ見殊二

余等教室二於テ麟手術漏経験シ，更二今次：事攣

二

二於テハ之＝依り発レタル勇士多ク余亦北支蒙

彊地方二参戦シテ其ノー端ヲ経験セリ．蝕二於

テ急性失血ノ虞置如何ハ手術患者ノ豫後ヲ左右

スルハ勿論，一一・ ＝ハ職傷セル勇士ヲ救フベク之
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ガ研究ハ緊急且重要ナル問題タリ．而シテ之が

業績二就テハ各方面＝亘り多々アルモ二二ヲ構

成スル最モ重要ナルベキ蛋白質帥チ所謂「：N代

謝」二二シテ一二詳細ナル報告アルヲ聞カズ．

之レ蛋白質ノ生化學的研究ノ極メテ困難ナル＝

齢スルモノナルベシ．余ハ家兎二急性失血ヲ起

サシ県主トシテ血液残響窒素量（以下R．N．ト記

シ軍位mg％ヲ以テ表ハシ此ノ記號ヲ略ス）ノ量

的攣化ヲ槍索シ以テ其ノー端ヲ窺ハントス．之

R・N．ハ蛋白代謝ヲ論ズルニ當リ最モ鷹用サtZ

且重要ナルモノナレバナリ．次二新鮮血，保存

血，其他ノ諸種補血剤ノ使用ノ之二及ス影響二

就テ調査シ田力得ルトコロアリシヲ以テ以下順

次報告セントス．

第2章直面材料並製實験方法

 實験動物 腿重2kg内外ノ成熟セル雄性家兎ヲ使用

シ實験使用前少クトモ1週聞以上一一定ノ飼料ヲ以テ嗣

育シ健康ナルモノヲ撰ブ．

 採血方法 家兎新船外面ヲ剃毛シ70％「アルコール」

：更二「エーテル」ニテ清拭シ乾燥スルヲ待チ消毒セル注

射針ヲ以テ穿刺シ初メノ1滴ヲ拭ヒ去り次二湧出スル

血液ヲ以テ橡査二供ス．

 失血方法 耳静脈ヲ極度二怒張セシメ「アルコーノt」

ニテ清拭シ血腫ナル刀ニテ最モ太キ血管二切開ヲ加へ

所定ノ血液ヲ膏血セシム．此際出血二長時閲ヲ要スル

ハ不可ナルヲ以テ爾耳殻血管ヲー時二切開シ出血セシ

ム．師チPor・ kg・10ccm失血ニテハー晶出動脈切開ニ

テ轍血豆ニテ足レルモ，Pro． kg・20ccm失血ニチハ・一

側耳ノミノ血管ニチハ305｝一 1時間ヲ要スルコトアル

ヲ以テ余ハ爾側耳静脈ヲ同時二切開セリ。然うバ5分

間内ニテ所定ノ量ヲ失血セシメ得．而シテ静版怒張少

キトキ亜二Pro・k9・25ccmニチハ之ニチモ不充分ナル

ヲ以テ心臓穿刺ヲナセリ．

 血球計算Thoma－Zeiss血球計算器二依リ型ノ如ク

検査ス（以下赤血球数ハ万，白血球鐵ハ千ヲ軍位トシ

此ノ記號ヲ省ク）．

 血色素量 Sahli氏血色素計ヲ用ヒタリ．

 血液残早漏素量測定 岩崎式アツォトメトリーヲ懸

用シ同敢室大月画法二戸ル．即チ前記耳欝脈ヨリ湧出

スル血液ヲ豫メ「アンモニア」ヲ除去セルSchleicher一一

SchUI1製：Bang氏吸墨紙ノ牛分目戴鰍セルモノニテ血

液50mg内外ヲ吸牧シ直チニTorsionswageニテ伊州血

液量ヲ測定シ3ccmノ隣「モリブデン酸溶液（Kahlbaum

製）二浸出スルコト1時間牛而シテ石綿濾過器ニテ濾

過シ硫酸加里飽和溶液ニテ繕羅セル硫酸（石津製純硫

酸ヲ使用セリ）1ccmヲ加ヘテ燃焼ス．自ロチMicro一
     を
Azotometerヲ用ヒテ測定セリ．（爾詳細ハ十全會雑誌

42巷大月氏論文ヲ参照サレタシ）

第3章兵備試験
 本章二於テハ先ヅ健康家兎血液残飴窒素量並

二H時的動揺其他癬食，饅餓等二於ケル攣化二

就テ述べントス．

 血液蔑籐窒素トハ周知ノ如ク血液内：或ハ血清

内ノ非蛋白性含窒素物（Nonprotein nitrogen）ニ

シテ其ノ主成分ハ尿素，「アミノ酸，尿酸，「ク

レァチン」，「クレァチ＝ン」，「アンモニア」，

「インヂカン」，馬尿酸等ノ申間新陳代謝産物ノ

総テナリ．之が含有量ハ動物個二二依リテ異ル

ハ勿論ナルモ同一個罷iト難モ多少ノ攣動ハ置旧

ラレ，撫食，飲水，饅餓，護汗，護熱，筋肉運

動立唄テ凝立シ季節的動揺モ認メラル．叉除蛋

白スベキ藥品二依リテモ相違ス．健康家兎R．N．

ハ健康人二於ケルモノヨリ梢多ク諸家ノ報告二

依ルニ種々アリテー定セズ（第1表参照）．余ハ
 ゆ
25例ノ健康家兎二二テ槍査セルニ最高42．8，最：

低23・6，雫均31・8ナリキ（第2表参照）．次二日

時的動揺ヲ観ルニ多少ノ二化ヲ認ム．之レ生艦

内ノ攣異，外界ノ影響等二二ルモノナリ．宮崎

氏ノ報告二依ルニ4・2－6．5mg／d1，李二二依レ

バ1・3－3．Omg／dlヲ示セリトイフ．：余ハ3頭ノ

家兎ニテ實験セルニ夫々第4表二示セル如ク最
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大最小ノ差4．8，4．9，5．4ヲ示シ上記報告二類似

ス．1日＝於ケル時闇的動揺二關シテハ三宅，

平谷二等ノ報告二依レバ食後6時三五ノ家兎二

於テ・1時間毎二5回測定シ最：大最小ノ差1．04

mg／d1ニシテ攣二極メテ僅少ナリトイヒ新井氏

ハ2頭ノ家兎＝於テ32時間二13回槍血シ最高最

低ノ差回1例11．0，第2例i6．Omg／dlヲ示シ宮

崎下腿3頭ノ家兎ニテ最少L2，最大3．7mg／dl

アリトイヘリ。余田5頭ノ家兎ニテ検査セルニ

午前午後トノ判然タル關係ヲ見出シ得ザルモ概

シテ早朝ヨリ日中一高キ領ヲ示スモノノ如ク最

大，最少ノ差2．3－4．5（平均3．4）アリ（第3表参

照）．

第1表 健康家兎血液残触窒素量

  諸家報告例   （mg／d1）

 撮食前後二於ケル相違二就テハ食後増加スト

イフモノ，攣化ナシトナスモノ等アルモ余ハ何

レモ食後2－3時間二二度ノ増加ヲ認メ8－10

時間ニシテ復齢スルヲ認メタリ（第5表参照）．

鰻餓二道テハ増加ヲ示シ数日後ニチハ大ナル攣

化ナキモ1週後ニハ可成リノ増加ヲ認メタリ

（第6表参照）．

入 名

青

稻

井

金

倉

坂

佐

警

士

Smill

申

Bang

Fily

舟

北

宮

李

渡

井

田

上

上

井

藤

田

尾

木

法

高

著 者

血液残鯨窒素量
30．8 一 64．4

31 一 53

21．6 一 29st4

22．4 一 44．6

40．17

38．53

28．0 一 39．0

24．7 一 41．1

34．1 一 38．2

23．8 一 32．8

37・24一 52eO8

24 一 47

25．0 一一 39．0

30．22一 74．12

23．3 一 48．0

23．5 一 39．8

29．4 一 57．1

32．3 一 41．0

23．6 一 42．8mgO／o

第2表 健康家兎血液残鯨窒素量

家兎
ﾔ號

盟 重 血液残鯨窒素量

1 1．97 29．1

2 2．0フ 29．2

3 2．24 30．7

4 1．95 28．8

5 1．96 23．6

6 2．45 31．6

7 2．34 29．6

8 2．42 319
9 2．00 37．8

10 2．20 34．2

11 2．10 ，34．8

12 1．95 35．8

13 1．80 34ユ

14 1．97 30．5

15 1．90 27．6

16 2．25 30．2

17 2．20 33．1

18 2．40 34．3

19 2．35 41．7

20 2．28 29．3

21 2．35 42．8

22 2．50 32．4

23 2．48 29．9

24 2．30 30．1

25 2．24 25．9

一＿  一  一一  一  一  一 一         一   一 一 一一一一

李 均 31．8

最高 42．8

最 低 23．6
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   第3表  健康家兎血液残飴窒素量時差表

（十一ヲ附セル数ハ李均値二日ス増減ヲ示シ實験日ニハ食ヲ興ヘズ）

家兎

ﾔ號
髄 重
@kg
午前
緕

正 午 午後
ﾟ三時
午後
Z時

李 均 鰺差

27．4 30．4 31．2 29．8
26 2．15 29．9 3．8

一2．5 十〇．5 十1．3 一〇．9

31．0 29．3 32．5 33．2
27 1．97 31．5 3．9

陶一
Z．5 一2．2 十1．0 十1．7

35．2 34．4 32．8 36．2
28 2．25 34．6 2．3

十〇．6 一〇．2 一1．8 十1．6

3弓．2 31．6 33．7 31．5
29 2．07 32．7 2．7

十1．5 一1．1 十1．0 一1．2

33．5 34．0 38．2 38．0
30 2．12 35．9 4．5

一2．4 一1．9 十2．3 十2．1

32．2 31．9 33．6 331
土均

一〇．5 一〇．8 十〇．9 十〇．4
32．7

第4表  健康家兎血液残無窒素日差表
（十．一，ヲ附セルハ季均値二 llSスル増減ヲ示ス）

家兎

ﾔ號
第一日
?重

1日 2日 3日 4日 5日 7日 10日 14日 ZF均 最大最
ｬノ差

31 1β9
27．3

|1．3

29．4

¥〇．8

31．2

¥2．6

27．4

|1．2

26．3

|2．3

28．4

|0．2

29．0

¥〇．4

30．1

¥1．5
28．6 4．9

32 2．23
33．1

¥1．3

3L2
|0．6

30．8

|1．0

34．5

¥2．7

29．7

|2．1

30．4

|1．4

33．0

¥1．2

32．1

¥〇．3
31．8 4．8

33 2．50
34．2

|0．7

35．1

¥〇．2

34．4

|0．5

32．8

|2．1

 34、7
P一α2

36．1

¥1．2

38．2

¥33

34．2

|0．7
34．9 5．4

第5表 撮食前後二於ケ’ルR．N．量

（（：Nr． 34．35．36ハ食後2時間他ハ3時闇後ノ値ナリ）

番號 膣重 食前
食 後2－3時 前二者ノ差 食後8－10時 翌朝

H前
1．9

Q£

Q．3

Q．5

Q．1

29．9

R3．5

R0．9

R4．4

R2．5

30．2

R8．2

TL2
S9．6

S0．5

0．3

S．7

Q0．3

P5．2

W．0

28．7

R2．6

R4．9

R6．2

R3．1

29．0

R2．1

R1．8

R5．2

R2．1

李均 319 41．9 10．1 33．1 32．0
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第6表 鰻餓ノR．N．二及ス影響

家兎
ﾔ號

盟 重
Q餓前

1目   「Q日 3日 4目 5日 6日 7日 8日
第一日ト
m増加度

2．3

Qユ

Qユ

31．5

R3．6

R6．0

347

R24
R8．7

32．9

R5．1

S8．3

34．8

33．7 40．6

@  38．9 45．5

53．6

40．4

S8．7

T9．3

8．9

P5．1

Q3．3

李 均 33．7 35．2 38．7 494 15．7

第4章本

 第1節 Pro． kg．10ccm失血家兎二就テ

 血液残飴窒素二面テ

 第1例家兎：Nr．42 ＝＝於テハ失血前3日ハ32．0，

前日31．5，失血忌日29．1ナリシが失血直後ヨリ

減少ヲ示シ28．3トナリ，30分後ニハ21．9トナリ

術前平均ヨリ8．9ヲ減ズ．其後1時聞目23．2，

3時聞目21．3，5時間目25．2ト減少画面ヲ示セ

ルモ8時二目＝ハ29．7ト殆ド失血前ノ値ヲ示ス

モ翌日，翌々日ハ27．2，20。3ト何レモ減ジ3日

目一一27．2，4日目33．3ト以後輕度ノ増加アル

モ特記スベキ増減ナシ．

 第：2例家兎：Nr．43二依レバ失血4日前28．8，

2日前26．3，失血當日28．1，術前平均27．7ナリ

シモ失血直後二王テ25．3ト減ジ30分後ニハ22．9

ト術前李均ヨリ4．8ヲ減ズルモ1時間目＝ハ30．8

ト却ツテ」曾加シ術前雫均ヨリ3，1ヲ増シ3時聞

目ニモ30．0，5時間目ニハ32．2，8時闇目29．4

トナリ失血二日ハ急度ノ増加ヲ示スモ翌日19．7

トナリ8．0ヲ減ジ第2日目22．5，3日目27．2ト

債1減少ヲ見，4日目ヨリ31．9ト増加，其後激日

輕度ノ増加アリ（第8表参照）．第3例家兎Nr・

44ハ前3日33．6，前日31．4，失血隔日31．6，前

亭均32．2ナリシが失血直後＝於テ30．4，1時間

30．8，3時一目28．9ト減少ヲ示スモ5時闇物ニ

ハ34．1，8時間目ニモ33．6ト梢増加ノ傾向ヲ示

ス．翌日ハ325ト殆ド攣化ナク， 2日目＝Lハ

29．3ト少シク減少セルモ3日目ニハ3L5トナリ

其後犬差ナシ（第9表参照）．：Nr・ 45ニチハ失血

直後ヨリ輕度ノ減少アリ1時間目3・4，3時間目

1．7，翌日2．3，翌々日2・5ト何レモ減少ヲ認ム

試  験

（第10表参照）．

 盟：重血球数並n血色素量二就テ

 罷重ハ撒三極二度ノ減少ヲ認ムルモノアルモ

概シテ著シキ攣化ナシ．赤血球藪ハNr．42ニチ

ハ術前雫均583ナリシニ直後ヨリ530二減ジ其後

次第二二ジ3時間目510，8時間目492，翌1日

目481ト最低ヲ示シ2日目484，其後次第二増加

シ20日目殆ド前ノ値トナル．Nr． 43＝於テハ術

前干均616ニテ30分後既二516ト減ジ其後次第s

減ジ5時間目487ト最低ヲ示シ，1日目495，2

日目488ヲ示シ増加ノ傾向ナキモ3日目503ト増

加ヲ表シ4日目542トナリ其後次第二増加シ20

日目ニハ前ノ値二面ル．：Nr． 44ニチハ失血前面

均714ナリシが直後二於テ150ヲ減ジ翌日＝於テ

最小値ヲ示シ其後次第二画面シ30日目ニシテ前

ノ値ヲ示ス．Nr． 45二於テハ前山均713ナリシ

が術後ヨリ減少シ翌日二至ツテ601，翌々日538

ト最低値ヲ示シ其後漸次増加ス．

 血色素量ハ大略赤血球ト併行シ：Nr．42二於デ

ハ失血前90ナリシが直後ヨリ減少ヲ示シ1日

目，2日目，3日目夫，々72，71ト最低値ヲ示シ

其後次第二増シ13日目84，20日目85，30日目88

トナル．：Nr．43ニチハ前口均87ナリシガ30分後

ニハ86トナリ殆ド攣化ナキモ5時五目73，1日

目，2日目ニノ、70ト最：小値ニヲ表シ， 3日目ヨリ

徐々二増加ス．：Nr．44ニチハ術前76ナリシが直

後ee ＝ 681・減ジ其後次第二心ジ1日目63トナリ

2日目ヨリ徐々二増加スルモ30日二至ルモ失血

前ノ値二達セズ．Nr．45ニチハ術前亭均79ナリ

シが直後ヨリ減ジ1日目58トナリ最：モ少ク2日
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目62， 3日目64， 4・日目61，5日目65，20日目

73，30日目75ヲ示シ前ノ値ヨリ小ナリ．

 白血球数ハ多クハ増加ヲ示ス．帥チNr．42ハ

術前10．2ナリシニ失血後30分9．80トナリ攣化ナ

キモ3時闇目12．0，8時聞目15．0，翌日ニハ

18．0，2日目14．2ト増加著明ナルモ3日目11．7，

7日目12．0，13日目ニノ、9。8，20日目ニノ、11．5，

何レモ前ノ値ト大差ナシ．Nr．43ニチハ前回均

8・6ナリシが失血直後二於テ8，8トナリ5時間目

95，8時間目11．0，1日目7．9共後二於テモ著

攣ヲ示サズ．：Nr．44ニチハ術前平均9．8ナリシ

が直後二8．3，3時間目14．41・増加シ翌日モ術

13．5，2日目11．0，3日目12．0ト輕度ノ増加ア

ルモ其後著攣ナシ．Nr． 45二於テハ前亭均10．0

ナリシが直後8．7，1か月目9．8，5拝聞目10．5

ト殆ド攣化ナク翌日ニハ11．2トナリ其後モ著シ

キ二化ヲ見ルコト能ハズ，

第7表Nr．42Pr． kg．10ccm失血例

失血量約20ccm  失血所要時聞 3分
失血方法 耳殼血管切開

第8表Nr．43 Pr。 kg．10ccm失血例

失血量約20ccm  失血所要時閥 3分
牛失血方法 耳殼血管切開

實験日時

失血3日前

前  日

失

血

當

日

失血直前

前屈均
失血直後

30分後
1時間後
3 t1

5 r’1

8 1！

失
1 日
2

3

4

5

6

7

10

13

玉6

20

25

30

血
目

t／

r／

1！

1／

ll

t／

1／

1／

11

1／

1／

tl

髄重

2JO
2．08

2．10

2．09

2．00

2．05

1．95

2．06

2．07

2．10

2．10

2．22

2．15

iく．N．及ビ

失血前李均
二二ス増減

32．0 i＋1．2

31．5 i 十〇．7

29．1 1－1．8

30．8 1

28．3 1・ 一2．5

％：： 1／ ：ij：g

21．3 i 一9．5

25．2 1・ 一5．6

2g．7 1， 一1．1

2zs 1－3．0

20．3 i－10．5

27．2 1 一3．6

33． ．5 1 十2．7

34．1 1・ ＋3．3

31．6 1十〇．8

34．4 i 十3．6

34．7 i十3．9

30．7 ］・ 一一一〇．1

32．8 1十2．0

赤血
球数

582

604

566

583

530

510

492

48i

484

495

513

571

590

617

血色
素量

90

90

88

89

白血
球数

9．6

11．0

ユ0．0

10．2

 L
68 1 9．8

72

78

72

71

72

76

84

85

88

12．3

15．1

18．3

14．2

11．7

ユ2，0

9．8

11．5

半語日時

失血4日前

〃 2日前

失

血

當

失血直前

前屈均
失血直後

30分後
1時三三
3 t1

5 1／

8 1！

髄曝輔闘魚難購
   1・97 128L8：＋1・1620
1．90 ［ 26．3 i－1．4  602

日

ユ．95

1．94

28．1

27．7 1

25．3

22．9 i

30．8

30．0

32．2

29．4

1・ ＋o．41 621

    616
1］ 一2．4

一一 S．8 1 516

1・ ＋3．1

1 ＋2．5

1十4．5 1 487

i ＋O．7

失  血
1日 目
2 11

3 11

4 t／

5 1！

6 11

7 11

10 11

 1．93 I
   l
 1．92

 1．95

i 1．93

1

1．93

1．96

1．95

19．7 1 一8．0

22．5 1 一4．8

27．2 i 一〇．5

31．9 i一ト4．2

33．9 i十6．2

31．6 1 十3，9

31．8 i十4．1

30．s 1＋2．8

495

488

503

542

88F 8．5

86 ！ 79．4

逐「7．8

87@1 8．6

86 1i 8．8

  f

73 P ，：18

房陪9

72 1 10．7

75 1 10．8

539 1 77 1 10．0

13 〃 1 1．98 33．0 十5．3 612 80 10．0

16 〃        i 1．95

20〃 1 2．00 30．4 十2．7 630
   186

9．1

25 〃 1．96

30 〃 1．98 32．6 十4．9
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第9表Nr．44 Pr． kg． IOccm失血例

失血量約25ccm  失血時間2分孚
失血方法 耳殻血管切開

第10表Nr．45 Pr， kg．10ccm失血例

失血量約23ccm   失血時間2分
失血方法 耳殼血管切開

實験日時 上程
R．：N・及ビ
ｸ血前前均二封ス増滅 赤血

?
血色
f量：一

白血
?

3 日前 2．47 336i＋L4 730 78 11．0

前 目 2．41 31．4ト1．0 715 76 9．8

失血直：前 2．45 31．61－0．6 698
『76
91

失 前平均 2．44 32．2i 714 76 9．6

直  後 30．4i－1．8 560 68 8．3

血
30分後 び

’

瞥 1時間後
30．8i－1．4

田
3  〃 28．gi－3．3 531 64 14．4

日 5  〃 341i＋1．6

8 〃 3a6i＋1・4

1 日目 2．36 325i＋α3 535 63 13．5

2 〃 2．37 29．3ト2．3 563 65 11．0

3 〃 2．40 31．5i－0．7 553 65 12．0

4 〃 2．45 30．7」L5

5 〃 a41 32．6：＋0．4 604 69 9．2

6 〃

7 〃 2．53 34．1i十1．9 616 71 8．9

10 〃

13 〃 2・48 31．0：一1．2 657 78 9．5

16 〃

20 〃 2．53 30．6；一1．6 649 76 12．6

25 〃

30 〃 2．58 33．2；十1・0 678 75 12．0

實験日時

日4前
前  日

失

血

當

日

失血直前

前卒均
直  後

30分後
1時間後

3 1！

5 t！

8 11

失
1

2

3

4

5

6

7

10

13

16

20

25

30

 血
日目
1／

tl

lt

tl

ll

l／

1／

Xl

ll

tl

t／

tl

盟重

2．34

2．31

2．30

2，31

2．21

2．30

2．28

2．34

2．33

2．36

2．30

2．31

2，33

2．28

2．23

2．32

2．29

R．：N．及ビ

失血前立均
二丁ス門門

zg12 il：；lz

32．1 ll ＋O．2

961： ll 一一，．，

ll：：1ゴ：1

謡士1：1

；gi21ii：iig

91・？ 1・ 9

99’flr9’i

32．0 1 十〇．1

33．0 1 ＋1．1

961：’：￥g13

30．6 i－1．3

28．8 1’， 一2．1

赤血
球数

716

702

720

713

682

589

568

601

538

62e

618

627

683

674

703

695

血色
素量

78

80

79

68

70

66

58

62

64

61

65

63

70

73

75

白血
球数

ユ1．0

9．9

10．6

10．0

8．7

9．8

10．5

11．2

8．4

10．3

11．1

9．7

8．3

9．9

 第2節Pro． kg．20ccm失血家兎二才テ

 血液残鹸窒素量二二テ

 Nr．46（第11表参照）ハ失血前平均値3L7ナリ

シが失血直後ハ25．5ト梢減ズルモ，30分後ハ

39．5，1時聞後ニハ47．0ト急激二増加シ13．3ヲ

増ス3時堅目38．3ト少シク減ジ5時北目34．5，

8時間目33．1ト次第二減ジ翌日ハ29．0ト却ツテ

前ノ値以下トナリ2日目30．2，3日’目31．4ト術

減ゼルモ4日目ヨリli週間目マデ梢増加ノ徴ヲ

維持スモ著シキコトナシ．Nr． 47（第12表参照）

ニチハ前脚均31．7ナリシが術後30分ニシテ既二

42・0ト著明〒増加シ1時間目51・5ト19・8ヲ増シ

3時闇目38．1，5時丁目37．6ト省門門ノ増加ア

ルモ8時間目＝ハ輕度ノ減少ヲ見ル．翌日33．3，

2日目29．1ト最小値ヲ示シ前準均値ヨリ減少ス

ルコト2．6ナリ3日目30．5ト’十二シク減ズルモ

其後著攣ナシ．：Nr．48（第13表参照）ニチハ術前

雫均27．6ナリシが失血後30分ニシテ37．0ト増加

シ1時間，3時闇，5時間，8時間目夫々48．7，

46．5，40．2，36．2ト増加シ翌日二至リテ31．0ト伺

3．4ヲ増スモ2日目20．8ト實二6．8ヲ減ジ2日目

モ街平調ノ減少アルモ其後著攣ナシ．

 髄重，血球数，隠州．血色素十二就テ   ’

 髄同齢Nr．46二於テハ失血前2．21アリ失血

翌日1．88ト輕度ノ減少アリ2日目1．79，3日目

1．85，4日目1．93ト梢減少アルモ5日目2．04，

6日目2．11トナリ其後輕度乍ラ増加シ30日目

2．29ト前ノ値ヨリ僅二増加ヲ示ス．：Nr． 47ニテ
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一階2．46ナリシが翌日，翌々日夫々2．34，2．36

ト二二減少ヲ見ルモ其後著攣ナシ．NL 48ニチ

ハ失血前2．08ナリシが数日輕度ノ減少アルノ
ミ．

 赤血球数ハ：Nr．46二於テハ失血前565萬ナリ

シモ出血直後二月テ減少アリ483トナリ其後30

分目412，1時間目380，5時問目337，翌日二

於テ298トナリ最小値ヲ示ス2日目310，3日目

321トナリ4N目ヨリ増加ヲ示シ387トナリ其後

次第二増加シ20日目500，30日目582ト前ノ値ヲ

超過ス．Nr．47ニチハ術前干均587ナリシモ失

血1時聞後375トナリ其後次第；二減少シ1日目

342，2日目333ト最小値ヲ示ス．後漸次増加シ

3日目386，4日目443，5日目489，20日二二

シテ前ノ値ヲ超過ス．：Nr．48＝テハ前606ナリ

シガ1時聞後423トナリ以後急激二減少シ翌日

365ヲ歎フ．2日目更二減ズルモ3日目ヨリ増

加シ20日ニシテ失血前ノ値ヲ超過ス．

 血色素量二就テハNr．46ハ十手均88ヲ示セル

モ直後82トナリ30分目76，1時間目72，翌日58

ト次第二減ジ2日目，3日目夫々55，56トナリ

其後漸次増加ス．20日，30日二面ルモ夫々 84ヲ

示シ前ノ値二達セズ．Nr．47＝於テ目前雫均90

ナリシモ失血30分目78，1時十目66ト急激二減

少シ1日目50，2日目48，3日目更二50ト最：低

ノ値ヲ示スモ4日目57トナリ其後徐々増加スル

モ20日84，25日85，30日88ト術元ノ値二戻ラ

ズ．：Nr．48＝於テハ前80ナリシガ1時聞後68，

第11表Nr．46 Pr・kg．20ccm失血例

失血量 約45ccm    失血時間 4分
失血方法 爾側耳血管切開

第12表：Nr．47 Pr． kg．20ccm失血例

失血量 約49ccm   失血時間 1分一
失血方法 心臓穿刺

亭亭日時 十重
R．：N．及ビ
ｸ血前信均二封ス塘減 赤血

?T
血色

f量
白血
?

3 日前 2．23 29・4i－1・8 550 89 92
前 目 2．21 31βi＋1．1 575 88

x
11．4

@一失血直前 2．20 3a4i＋α7 564 88 9．3

失 前聞均 2．21 3ユ」i 565 88 9．6

直  後 25．5L6．2 483 82 9．5

血
30分後 395i＋5．8 412 76 8．4

畳 1時間後
47．oi＋ユ3．3 380 72 13．4

田
3  〃 38．3i＋4．6

日 5 〃 345i＋2．8 337 61 17．7

8 〃 33・1i＋1・4

寺  血
坙ﾚ

1．88 29．oト2．7 298
一58

12．3

2 〃 L79 30．2L1．5 310 55 16．5

3 〃 1．85 31．4i－0．3 321 56 14．3

4 〃 1．93 355i＋＆8 387 60 8．1

5 〃 2．04 37・1i＋5・4

6 〃 2．11

7 〃 2．17 34．4；＋2．7 436 67 10．8

10 〃 2．20 31．1i＿α6

13 〃 2．22 3丘6i＋ag 489 75

16 〃

20 〃 224 36．8i＋51 500 84

25 〃

30 〃 2．29 30．4i－1．3 582 84

實験日時 饅重
R』N・及ピ
O出均二i討ス増減 赤血

?
血色

f量
白血
?

3 日前 2．47 33・5：＋1・8 604
一90

7．8

前 日 2．49 30．7i－1．0 592 90 9．0

失血直前 2．42 3αgi－0．8 567
一91

11．5

失 前李均 2．46 31．7i 587 90 9．4

直  後
血
30分後 422：＋11・3 78

畳 1時間後
51．5…＋19，8 375 66 20．2

田
3 〃 38．1i＋6．4

日 5  〃

W  〃

ll：li土1：1

｝1 日置 234 3a3 i＋1・6 342 50 12．8

2 〃 2．36 291：一2．6 333 48 13．1

3 〃 2．40 30．5i－1．2 386 50 15．4

4 〃 2．38 3＆4i＋L7 443 57

5 〃 240 31・81＋0・1 489 63 10．2

6 〃 2．41

7 〃 2．39 3421＋2．5 492 67 9．1

10 〃

13 〃 2．48 3a6i＋39 518 82
16 〃 2．48

20 〃 2．50 30．91－0．8 609 84

2．48

Q．47

ll：li亡1：1 590

U31

85

W8
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翌日2日目夫々52ト最低値ヲ示シ其後徐々二増

加スルモ20日目二至ルモ前ノ値二達セズ．

 白血球二就テハ：Nr．46ハ失血前平均9．6ナリ

シモ失血直後9．5，30分後8．4ト梢減ズルモ1時

間目13．0，5時聞目17．0，翌1日目12．3，2日

目16．5，4日目14．3ト増加著明ナルモ7日目8．1

トナリ其後一二ナク，Nr・47二於テハ前十二9・4

ナリシガ1時聞目20．2ノ多キヲ藪へ1日目12．8，

2日目13．1，3日目15．4，ト術増加アルモ5日

目10．0其後段畑ナシ．Nr．48二於テハ術前平均

8・6ヲ示スモ失血後3時二目1LO，翌日14．21・

増加ヲ見ル外著シキ二化ヲ認メズ．

第13表Nr．48 Pr． kg．20CCI皿失血例

失血量42ccm   失血時聞 1分孚
失血方法 心臓穿刺

 Nr．49（第14表参照）二丁テハ前ノ雫均29．6ナ

リシモ失血直後ヨリ増加シ1時間目51．0，3時

間目52．6 1・最大値ヲ示シ5時聞目40．1，8時一

目ハ44．21・減ジ翌日ハ38．31・低下セルモ街術前

ヨリ8．7ヲ増セリ．而シテ2日目二上り29．1ト

減ジ3日目31．5，4日目ヨリ梢増シ33．7ト4．1

ヲ増シ其後隠州ノ増加アリ．：Nr．50（第15表参

照）二於テハ前凧上27．3ナリシモ直後二於テ29．3

ト殆ド攣化ナキモ1時聞目47．5ト急：激二増加シ

3時耳目40．3ト最大値：ヲ示シ13，0ヲ増ス．而シ

テ5時間目38．1，8時注目34；O “ナリ翌日34．5

ト’尚増加ノ；伏：態ニアルモ2日目ニハ27．5ト著シ

ク減少ス．3日目ニハ20．1トナリ失血前ヨリモ

實二9．2ヲ減ズ．4日目29．1トナリ前ノ値二蹄

實験臼敷

4 日前

前  目

失

血

當

日

失血直前

前ZF均
一失血直後

30分後
1時間後

3 1／

5 11

8 11

1 日目

2 11

3 t1

4 11

5 1／

6 1／

7 11

10 1／

13 11

16 1／

20 ／1

25 1！

30 11

膣重

2．07

207

2．10

2．08

2．01

2．00

2．04

2．05

2．08

2．09

2．08

2．11

2．14

R．N 及ビ
失血前4s均
二心ス増減

27．8 1 十〇．2

28．0 ［1 十〇．4

27．1 1 一〇．5

27．6 1’

31・6 i一ト0・4

37．o 1 ＋s．4

48．7 i 十21．1

46．s 1＋ls．g

35．2 i十7．6

36．2 1 十8．6

31．0 1 十3．4

20．s 1 一6．s

26．1 i 一1．5

29．3 1 十1．7

30．3 1 十2．7

30．2 il 十2．6

29．4 i十1．8

27．5 i 一〇．1

26．7 1 一一〇．9

赤血
球数

580

627

血色
素量

262

  180

80

80

80

423 i 68

365

351

380

432

504

538

624

52

52

54

5Jr

58

67

74

白血
球数

8．3

9・o

8，6

8．6

11，5

14．2

10．3

11．0

8．9

9，5

8．7

第3節 1）ro． kg．25CCm失血家兎一寸テ

血液残絵窒素量二就テ

第14表Nr．49 Pr． k g．25ccm失血例

失血量52ccm  失血時間1分牛
失血方法 心臓穿刺

實験日時 十重
R．N 及ビ
ｸ血前李均二封ス増滅 赤血

?
血色 白血
?

5 日前 2．13
  ：Q8．6；一1．0  5 590 76 10．7

前 日 2．13
30．4i十〇．8  「  639

P

79 10．6

失血直前 2．18
  「
Q9．7i十α1

1 645
80 9．8

失 前刷目・2・15
296i 624 78 10．4

失血直後 335i＋3．9 485 70 9．6

血
30分後

  「
S％i＋1991

當 1時間後
R  〃

  ，T1．Oi＋21、41362     1  …526i＋23Cl 374 70

U0

16．3

日 5  〃
4α1i＋1α51

1

8  〃
47．2i十14．61     1  ；

358
1

1 日目 2．00 3＆3i＋＆71341 51 28．7
9臼 3 205

Q．05

29．1LO．51333  i   l31・5｝＋0・9円15

50

S8

16．5

P4．7

4 〃 2．10
  ：      1
R3．7i十4．1… 410 48 17．2

Pb 6

2．10
  …
R2．1i十2．51
@ i
@ …

7 〃 2．13   ：R3・4；＋a8
1

2．15

Q．20

34．Oi十4，4  ：

Q8・⊥i－1・51

「570 54 10．6

16 〃

・i

i  I
20 〃 2．22 i
25 〃 2．20 29・1｝一〇・5、 610 70 9．3

30 〃 … 1
「   」
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リ其後著攣ナシ。

 四重，血球男並二血色素量二就テ

 二重バー般二数日二極輕度ノ減少ヲ認ム．帥

チ：Nr．49ニテン・前2．15ナリシモ失血scm日2・00

トナリ2日目，3日目2．05，4日目2・10ト其後

次第二増加シ7日目2．13ト殆ド前ノ値二饒ル20

日目ニハ2．22ト却ツテ増加ス．NL 50ハ失血前

2．35ナリシが翌日，2日目共二2．30，3日目2．32

ト輕度ノ減少アルノミ．

 血球数及ビ血色素量一十験例ハNr． 49ノミナ

ルモ赤血球数，血色素量，著明ナル減少，白血

球数ノ増加ヲ見ル．印チ赤血球数ハ失血前平均

624ナリシが失血1時間後362トナリ262ヲ減ズ

翌日，翌々日モ街減ジ夫々ト最低値ヲ示シ失血

第15表Nr． 50：Pr・kg・25ccm失血例

失血量56ccm  失血時間2分
失血方法 心臓穿刺

山国日時

4 日前

前  日

失

血

二

日

失血直前

前4s均
直  後

30分後
1時間後

3 t1

5 t／

8 t1

1日目
2 t1

3 11

4  3

5 1／

6  n

7 11

10 t1

13 1／

16 t／

20 t／

23 1／

25 1／

二重

2．34

2．35

2．35

2．30

2．30

2．32

2．35

2．37

2．36

2．33

2．37

2．40

R．N．及ビ
失血前李二
二封ス増滅
28．4 i’ ＋ 1．1

26．0 1’i 一 1．3

mb．sl’［i－Lo－1111

2ス3i

29．3 i十 O．2

47．5 1十18．2

40．3 1・ ・一1－13．0

38．1 1 十10．8

33．0 1・十 5．7

球数
十血

34．5 1＋ 7，s

27・5i司・8
2e．1 1一 g．2

29．1 1十 1．8

26．9 i一 O．4

27．6 i十 O．3

28．8 i十 1．51’

29．0 li 十 1．7

血1色

素量
白血
球数

回ノ53％トナル．其後漸kトシテ増シ25日ニ目

前ノ値ヲ示ス．血色素量モ著明ナル減少アリ失

血性亭均78ナリシニ1時間後70．翌日51，翌々

日50，3日目＝一更二48トナリ失血前ノ値ノ61

％ヲ示シ其後徐々二増加スルモ25日目二至ルモ

爾失血前ノ値二曹セズ．

 白血球数ハ数日間著シキ増加アリ失血翌日

28・7トナリ約2．5倍二増加ス．其後歎日間伺増

加アリ．

      第4節 死亡一二就テ

 本節二於テ失血後死亡セル例ヲー括シテ記載

セントス．：Brekenfeld（1938）二依レバ家兎ノ失

血致死量ハ各個ee ：ヨリテ差異アリ髄重ノ1．57

－4．03％デアルトイヒ失血後3時聞内二死亡ス

モノ多シト．其他諸家ノ報告ニヨルニ大略之ニ

ー致ス．本實験二於テハPro． kg．10bcm失血二

於テハ死亡例ナキモPro． kg．20－25ccmニチハ

藪例ノ死亡セルラ経験セリ．二等ノ内ニテ二時

闇以上比較的永ク生存セルモノニ就テ其ノR．N・

ノ攣動ヲ観ルニN二52ニチハ失血前平均33・8ナ

リシガ30分後36．2，1時聞後50．8ト其後モ著シ

キ減少ナク8時間目59．4ト25．6ヲ増シ翌日79．3

第16表Nr． 52：Pr． kg．20ccm失血死亡例

失血量45ccm  失血所要時間5分
失血方法 二二耳殼血管切開

失血一日目正午頃死亡

R．N．及ビ
實験日時 膿重 失血前衣鉢

二封ス増減

3 日前 2．25 33．5i－0．3

前 日 2．20 i

失血直前 2．21
342i＋α4

失 失血前
S  均

338i  ：

失血直後 i

血
30分後 362i＋24

畳
1時聞後

5α8；＋1ス0  ：

田
3 〃 4Z3i＋1a5

日 5 〃

W 〃

51．3i＋17．5  ：5％i＋25石

1 日→目 2．08 79．3；＋45．5

2 日目 死

球数
赤血

610

607

498

520

415

1血倒白血

素量塵
ヲ♂9，2

79

77

61

60

52

1 11．4

 10．3

11．0

一Zl
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ト45．5ラ増セルニ其後数時事丙二死亡セリ．

Nr．53ニチモ（第17表）失血前平均29．8アリ失血

後増加シ1時間後69．4ト38．9ヲ増セル瞬間モナ

ク死亡セリ．Nr．54（第19表参照〉ニチモ失血後

次第二増加シ5時聞後26．0，8時間後75．7ヲ激

増セルニ之亦死亡ス．Nr． 55二（第20表参照）テ

ハ失血後1時間目235ヲ増セルモ其後少シク減

ジ翌日二至リ更二減少シ失血前ヨリth 1．5ヲ減

ゼルニ2日目ニハiQ2・9ト72・1ヲ激堀1セリ然ル

ニ之亦間モナク死亡セリ．

第17表Nr．53 P． kg．25ccm失血死亡例

失血量
失血方法

 失血所要時闇

失血二時間目頃死亡

實瞼日時 膿重
R。N．及ビ
ｸ血前卒二二封ス増減 赤血

?
血色

f量
白血
?

3 日前 2．13
     1Q8．gi－0．9  ；

前 日 2．11 30．1i＋0・3

一
1

失血直前 2．11 3α5i＋0・7 ξ

失
    1

O李均
29．8i

●

失血直後 27．oi＋6．5

血
30分後

  ：S2．8i十12．3  2

畳 1時間後
69・4i＋38・9

田 3

3 〃 i死
日 5 〃

8 〃

1 日目
2 〃

第19表Nr．54 Pr． kg．25ccm：失血死r亡例

失血量53ccm
失血法心臓穿刺
失血當日夜死亡

失血時間 1分孚

二二日時 二重
R．N，及ビ
ｸ血三三二二封ス増減 赤血

?~
血色
f量一
自血
?

3 日前 2．15 30．4i－09 730 72 12．1

前 日 3L6i＋α3

失血直前 2．17 32．oi十〇，7 692
一72

10．5

失 前歯均 2．16
3L3 i 713 72 11．3

失血直後 38石i＋ス3
血
30分後 59．1i＋23．8

畳 1時間後
4Z5 i＋16・2 472 60 9．7

田
3 〃 6α2i＋2＆9

日 5 〃

W 〃

；1：li携：1

1 日目 死 一一一
2 日目

第20表Nr．55 Pr． kg．25ccm失血死亡例

失血量50ccm    失血時間 5分
失血法羽帯耳殼血管切開
     失血二日目午後死亡

實験日時 膣重
K．N．及ビ
ｸ血前電蓄二封ス檜減 赤血

?~
白血

?V

3日前
O  日

2．07   1
Q9．4i－1．4  …32．Ol十1．2  3

572 11．0

失血直前

O李均
ｼ  後

R0分後
P時闇後

R 〃

T 〃

W 〃

2．04

Q．05

514

T43

T16

R86

血色
f量一

V6

?一
V6

V6

V2

U0

|60

T8

 9．7

P0．3－ 8。414．4  脚

1日目
Q 日目

R日目

2．00

P．95

293i－L5102．gi＋72．1  i  3

397

R62

1α2

浮V

第5章 総括並二考按

 1906年Strausガ血液内二於ケル蛋白ヲ除去セ

ル濾液中ノ窒素ヲ血液残鯨窒素ト構へ之が意義

ヲ護表セシヨリ之＝關スル業績相機イデ護表サ

レタリ．而シテR．N．ハ除蛋白スベキ物質二依
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リ多少其ノ値ヲ異ニスルモ内容ハ尿素ガ60－80

％ヲ占メ此ノ外二尿酸，「アミノ酸，「アンモニ

ア」，「インヂカン」，「クレアチン」，「クレアチ

ニン」，馬尿酸等ノ尿物質ニシテ從テ尿排泄障

碍ニヨリ増加スルハ勿論ナリ．而シテ此等ハ亦

蛋白中言代謝産物ヲ含有スルヲ以テ代謝障碍，

或ハ有機門内ノ自家融解ニテ蛋白分解旺盛ナル

際等二丁テモ増加ス．帥チR．N．ノ溝長ハ主ト

シテ腎臓ノ排泄機能ト蛋白分解程度二二リ決セ

ラルベキモノナリ．R．l！N．ノ正常ヨリ増加セルト

キハAzothemie ト構シStraus（1906）ノ、50－80

mg／dlヲ以テ第1度，80一一一120ヲ第2度，120以

上ヲ第3度ノ上昇トナセリ．平野二R・N・ノ増

加サルベキ疾患ヲ學グレバ次ノ如シ．

 腎臓疾患ニチハ増加著明ニシテ此が程度二二

リテ豫後ヲ判定シ得ト云ハレ慢性腎臓炎ニテ

R．N．150mg％以上トナラバ尿毒症7近ヅケル

コトヲ示ストイフ．腎炎ニチハ上昇稀＝シテ腎

臓ノR．N． i排泄力アルトキハ増加ナシ．腎臓結

核，腎臓水腫等ニテRN．増加スルハ爾側腎ノ

胃サレシ讃チリトイフ：者アルモ必ズシモ然う

ズ．肝臓疾患二於テハR・N・ノ量的攣化ヨリハ

寧ロ質的攣化ヲ重要覗スルモノ多ク，急性肝臓

黄色萎縮，燐，クロロフォルム中毒，肝硬攣症，

重症膿石症等二増加ヲ見ル．既二二3章ニテ示

セル如ク鰻餓ニチハ漸次増加シ，下痢，其他水

分沿失二際シテモ増加ス．食後藪時間増加スト

・fフモノ多ク余ノ家兎二於ケル實験二於テモ然

リ．叉之二反スルモノァリ．バセド”氏病ニハ

減ジ，アヂソン氏病ニハ増ストイフ．其他脚氣

患者，姫産婦ニハ増加シ急性傳染病＝テモ増シ

之ニテ亦豫後ヲ知ルヲ得ベシト．イレウス，急

性腹膜炎四二際シテモ増シ，悪性腫瘍患者二二

テモ概シテ増加ノ傾向ヲ認ムルモノ多シ．各種：

疾患二丁ケルR．N．二等テハ概略以上ノ如キ傾

向ニテ余モ之二野テ聯ヵ調査セル庭アルヲ以テ

何レ後日下表スルトコロアルベシ．

 而シテ急性失血二子ケルRN・攣動二就テハ

如何．之二關シテハ失血直後ヨリ増加スト云フ

モノ，減少ヲ見ルトナスモノ，増加スモノト減

少スモノト野方アリト読クモノ，叉初メ増加シ

後減少スト謂フモノ，或ハ大ナル攣化ナシ5ナ

スモノ等諸家ノ論珊々トシテー定量ズ．：Baue「

（1872）ハ失血ト共＝N排泄増加スモ間モナク下

降シテー・定時縫綾スト云ヒ，Magnus，：L6wy

（1916）及ビNoorden（1912）ハ窒素排出増加ヲ謹

明シ，：Fuchs（1923）バー時的二上昇シ後減少ス

ト報ゼリ．中西氏（昭7）ハ家兎二於テ失血後1

時聞二二増加シ3一一一5時割目ニテ恢復スト述

べ，Becher（1920）ハ放血後R．N．ノ増加ヲ認メ

タリ．然レドモ：L6wy u・Mendel（1916）ハ失血

ト共二組織液流出ニヨリ血液ハ四二サレR．N．

含有量ハ低下スト報ジ，島薗氏（昭10）モ亦失血

後水血症ヲ招來シR．N．ハ減少シ之二反シ塵類，

血糖，脂質ハ増大シ化野組成が血球恢復二言ン

ヅルコトヲ述べリ．最近安達氏（昭14）一犬＝於

ケル實験二三テ失血後代四半ト失調期二分チ代

償期二於テハ失血後水血症ヲ招來シ組織液ノ血

管内流入二依りR．N．ハ流出組織液：ノR．N．量二

野リ左右サレ，失調期二於テハ著明ナル増加ヲ

來シ之ヲ酸素訣乏二子ル罷蛋白異常分解二戸シ

タリ．Ascoli u． Draghiハ犬＝於ケル實験並二

臨床例二於テ失血二於ケル蛋白分：解’門門ナシト

云ヒ，Straus（1916）モ同様大ナル攣化ナシト云

ヒ，鈴木（昭9）ハ少量：失血ハ攣化ナキモ大量二

於テ下端モノハ増シ或モノハ減ズト謂ヘリ．

 失血＝依ルR．：N．増加原因二就テハ：Freundハ

細胞破壌ノ爲ナリト三野ハレタル」血液：蛋白質ヲ

補ハントスル爲ノ筋肉組織ノ崩壊ニヨルト言

ヒ，Veil（1922）ハ組織液ノ血中移行如何＝＝依ル

トナシ，：Becher（1920）ハ蛋白分：解二蹄シ，中西

（昭7）ハ組織細胞分解並二酸化作用充進二臨

シ，安達（昭14）ハ酸素訣乏＝ヨル生艦内蛋白異

常分解二依ルトナセリ．

 余ノ實験二就イテ観ルニ先ヅPro． kg．10ccm

失血四二於テハ凡テ失血直後既二減少シ1例＝

於テハ其後減少ヲ縫績スルモ他ハ大ナル減少ナ

シ而シテ何レモ翌日二至リテ前ノ値以下トナリ

翌々日モ同等ナリ．概ネ3日目ヨリ失血前ノ値

二蹄ス．今亭均値ヲ見ルニ（第21表）失血前30．4
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第21表 諸種失血＝於ケルR・N・浩長比較

 （一＋ヲ附セルハ失血前李均二三ス増減）

實験日時 10ccm 20ccm 25CCm

3

前

数日前

@ 日

31．oi＋α6
Q9．gi＿0．5 ：

30．21－01 …

R0．1i－0．2 ：

28．5i十〇．1

@…Q8．21－0．2 3

失 血
?罰
 ：R0．2i－0．2 …  ：R0．4i十〇．1 ：  ：Q8．6i＋0・2 ：

失 血 當

前李均
ｼ 後
ﾛ 血30分後1 時

ﾔ 後3  〃

30．4i

@…Q8．5i－1．9 ：2＆7；一1・7 「28・2i－2・2

Q7・7i－27

30・3i

@i39．5i十9．2 148・9i＋18・6 「40．gi＋10石

28．4i

@…R1．4i十3．O
@i …49．2i十20．8 …46．4i十18．C 3

日 5 ヤ

W 〃

31．4：十1．0
R2bi＋24 ：

 ：R7．4i十7．1 ：
R3．1i十2．8 ：

39．1i＋10．7 ；

S0．1i十11．7 3

失123

 血
坙ﾚ〃〃
 ：Q乳1i－33
Q551－49
R1．9i十L5 ：

 ；R1．1i十1．2 ：

Q6．7i－3．6

@1Q9．3：一1．0 …
 ；R6．4i十8．0
@…Q8．3i－0．1 ；
Q5．8ト2，6 3

4 〃 3a3i＋19 32．7i十24
@…

31．4i＋3・0
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第1圖 諸種失血二於ケルR．N．消長圖
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アリシニ直後ヨリ3時間目迄何ンモ減少シ5時

聞臼ニハ31。4ト梢増スモ翌日27．1，2日目25．5

ト前ヨリ4．9ヲ減ゼリ．其後稻増加ヲ認ムルモ

著シキ攣化ナシト謂フベシ．

 然ルニPro． k9．20ccm失血例ニチハ1例二三

テノミ直後並二30分後輕度ノ減少ヲ認ムルモ他

一軍テ著明二増加シ1時二目最高値ヲ示シ約20

ヲ増ス．其後減少シ翌日ニチハ大略失血前ノ値

力或目鼻以下トナリ2日目ニハ何レモ失血前以

下ノ値ヲ示シ3日目ニモ尚輕度ノ減少アリ．4

日目ヨリハ寧ロ僅二増加ノ傾向窺ハル．雫均値

ヲ（第21表）観ルニ30分後9・2，1時聞目18・61・

最モ増加シ其後次第二減ジ，翌日ハ殆ド前ノ値

トナリ2日目，3日目ハ何レモ減少ヲ示セルモ

4日目ヨリ輕度ノ増加アリ．其後著攣ナシ．

灘前失失三一三五八一二三四E七十二
日月欝開戦日日日朋晴吉
前日前後後後後後後目目目目目日目目

Pro． kg．25ccm失血例二三テモ大略前ト同様＝

シテ失血後急激二増加シ1一一3時聞二最高ヲ示

ス．平均値ヨリ見ルニ1時聞20．8，3時闇18・0，

5時間10．7ヲ夫々増ズモ翌日ハ8．0，翌々2日

目二至リテハ0．1，3日目ニハ2．6ヲ夫々減ズル

モ4日目日射ツテ3．0ヲ増シ其後引攣ナシ．失

血後数時聞ノRN．増加度ハ前者＝比シ大ナル

ヲ認ム．

 Ai ＝認ムベキハ52，53，54，55例ノ如キ死亡

例ナリ．此等ノ瓦N．攣化ヲ観ルニ失血後藪時

闇目或ハ翌日二至リテモ減少傾向ヲ示サザルカ

却ツテ増加スカ．或ハ三野減少ヲ示スト難モ翌

々日二至リテ急激二増加スルヲ認ムルヲ得ベ

シ．帥チNr．52ハ翌朝著明ナル増加アリ，Nr．

53ハ失血後急激二増加シ1時間後38．9ヲ増シ，

Nr．54ハ漸次増加シ減少セズ8時闇後75．7ヲ増

シ，Nr．55ハ翌日ハ減ゼルモ翌々2日目72．9ヲ

増セル＝何レモ其後闇モナク死亡セリ．帥チ

R．N．失血後急激二増加シ撒時間後二至ルモ減

少傾向ナキカ翌日，翌々日二至リテ減少ストモ

其後急速ナル上昇ヲ認ムルモノハ凡テ豫後悪シ

ト謂フヲ得ベシ．

 R．N．増加原因ノ何レニ存スカ＝就キテハ樹
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劇然タラズト難モ急性失血二際シ約Pro． kg．

10ccm失血ニチハR・：N・増加ナク失血ニヨル障

碍ハ個盟ニテ自ラ代償シ得ルモノト思考サレ尚

輕度ノ滅少ヲ認ムルモノハRN．ノ含量少キ組

織液ノ血管内二流出シ所謂水血症ヲ起スニ因ス

ルモノナラン．然ルニPro． kg．20－25ccm失血

例二於テ一面レモR．N．著明二増加ス之レB re－

1〈enfeld（1938），安達（1939）等ノ述べシ失血死ノ

原因ヲ呼吸死＝アリトノ考ヨリセバ急激ナル血

液損失ニテ組織呼吸充分二行ハレズ生三二及ス

影響大ニシテ各個艘ニテ代償シ得ズ蛋白分解異

常昂進著明ナルモノト謂フヲ得ン．而シテ失血

数時間後ニシテR．N．減少ナク其後激増’ヲ示ス

カ叉翌日二至リテ減少ヲ示サザルカ或バー度減

ズトモ再ビ激増スルハ恢復不能ノ誰ニシテ又二

次的各種障碍ノ起りシヲ考へ得ベク此等ハ凡テ

豫i後悪シト謂フヲ得ベシ。

第6章 結

 1．正常家兎ノ血液残三二素量ヲ測定シ次ノ

結果ヲ得タリ．EPチR．N．ハ各個罷iニヨリ相違

ヲ認ムルモ大略20－40mg％ヲ以テ正常範園ト

定ムルコトヲ得ベシ．25例ノ槍査ニテ最高42．8，

最低22．6，李均31．8ヲ示セリ．又各個醒二於テ

日時的動揺ヲ認メ2週間観察二於テ最大最：小ノ

二丁：高5．4，手均5．0ヲ示セリ．撮食ニヨリ攣化

ヲ來シ食後増加シ2時間目最高トナル．晶晶ニ

チモ増加ス．依りテR．N．槍二二當リテハ毎朝

室腹一定ノ時ヲ撰ビ且経過ヲ追ヒテ槻察スノLヲ

可1・ス．

 ll．家兎二種：々ナル量ノ失血ヲナシ以テR．N．

ヲ槍セシトコ・急性失血二於テR・N．攣動ヨリ

≡欠ノ3種二大別スルゴトヲ得タリ．

 1．失血後払ド著明ナル攣動ナク数日闇寧ロ

輕度ノ減少アリト思考サル場合．

 此ハ主トシテPro． kg．ユOccm内外ノ失血二於

テ見ラル．

 2．失血後急激二増加シ1時聞乃至3時品目

最高一石シ其後減少シ翌日二至リテ失血前ノ民

力或ハ寧ロ此以下トナリ翌々2日目ハ更二下降

シ3日目ニハ少々増シ，4日目ヨリ漸ク前ノ値

幅戻ルカ却ツテ増加シ数日聞輕度ノ増加ヲ示ス

論

モノナリ．

 此ハ主トシテ：Pro． kg．20－25失血例二見ラ

ノレ．

 3．失血後R．N．次第二増加シ其後数時闇ヲ

維ルモ減少セズ，或ハ翌日二念ルモ下降セズ，

若シー時下降アルモ聞モナク激増スルモノ，此

等ハ凡テ豫後悪シク何レモ急遽二死亡セリ．

 IIV．急性失血二於テR．N．ハ死面激増スルヲ

認ム．

 IV．髄重日数日間輕度ノ減少ヲ観ルモノ多

ク，赤血球，血色素量ハ失血直後或ハ1時聞目

ヨリ減少シ多クハ8時聞一48時心内＝減少面忘

存在スノ3日目頃ヨリ恢復二向ヒ3－4週ニシ

テ大略復麟スルモノト認ム．

 血色素量ノ恢復ハ赤血球二梢逞ル．此等ノ減

少度ハ出血：量大ナル程大ナルハ勿論ニシテ極期

二達スル時日ハPro． kg．10ccm失血ニチハ當日

i若シクハ翌日ナルモ，Pro． kg．20－25ccmニチ

ハ2一一3日目ナルモノ多シ，印チ：失血大ナラバ

逞ル・モノノ如シ．白血球ハ失血後直チニ増加

著明ナルモノ多キモ増加時期ニー定稿ルモノヲ

勾玉難シ．凡テ1週以内ニテ恢復スルヲ認メタ
リ．
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